
広報 2012

12/1

●戸籍謄本などの第三者交付に係る
　本人通知制度が１月からスタート
●お待ちしています　市政への意見・提言　
●募集　直弼杯囲碁大会
●彦根市美術展覧会　中学生・高校生特別展
●不活化ポリオ予防接種について
●彦根城博物館　来館者300万人
　達成日予想クイズを実施
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特集　
　彦根市の財政
　平成23年度決算
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彦
根
市
の
財
政

　

平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳

入
が
４
０
２
億
４
、
８
６
１
万
２
千
円
、
歳
出

が
３
８
５
億
８
、
７
４
６
万
円
と
な
り
、
前
年

度
と
比
べ
、
歳
入
で
１
・
４
％
の
減
額
、
歳
出

で
２
・
２
％
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
・
企
業
会
計
は
左
表
の
と

お
り
と
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

財
政
課
☎
30-

６
１
０
７

番
、
☎
22-

１
３
９
８
番

平成23年度に取り組んだ主な事業

人権・福祉・安全の分野

○防災体制整備事業　　  2,898 万 9 千円
「彦根市地域防災計画」「彦根市水防計画」に
基づき、非常用備品、食糧等の備蓄など防災
体制の整備を図りました。

○介護保険基盤整備事業　  　4,935 万円
公的介護施設等の整備補助やスプリンクラー
設置に対して補助を実施しました。

○道あかり事業　　　　　  180 万 5 千円
小・中学校の通学路や、明かりのない市道な
どに防犯灯を設置しました。

○彦根市障害者計画推進事業
○自主防災組織育成事業

○市制75周年記念式典事業 
340 万 8 千円

市制施行 75 周年を記念して式典を開催し、
市民の皆さんや各種団体を表彰し、記念講演
を行いました。

○東日本大震災被災地支援事業　
　　　　　　　　　　　　  763 万 5 千円

東日本大震災の被災地復興支援として、福島
県双葉郡富岡町に職員の派遣などを行いまし
た。

決算

その他

◀
救
援
物
資
を
ト
ラ
ッ
ク
に
積

み
込
む
職
員

◀
８
月
に
行
わ
れ
た
防
災
訓
練

次世代育成・市民交流の分野

○東中学校校舎等整備事業　
　　　　　　　　　12億3,191万9千円

耐震診断の調査の結果、地震に耐える学校に
するため東中学校を全面改築しました。

○子宮頸がん等予防接種事業
　1 億 5,896 万 5 千円

細菌性髄
ずい

膜
まく

炎
えん

の予防、子宮頸
けい

がん予防のため
ワクチン接種の全額公費負担を実施しました。

○彦根市特定不妊治療費助成事業　
507 万 6 千円

保険適用にならない不妊治療に必要な治療費
の一部助成を拡充しました。

○乳児家庭全戸訪問事業
○配偶者暴力相談事業
○中国湘

しょう

潭
たん

市交流事業

◀
新
し
く
な
っ
た

　

東
中
学
校

生涯学習・産業の分野

○新観光振興事業　　  　3,466 万 2 千円
誘客に効果的なイベントに対して補助金を支
出しました。

○湖東定住自立圏
　彦根市サイエンスプロジェクト推進事業

　　　　　　　　　　961 万 1 千円
彦根市サイエンス・ラボを拠点とし、地域に
根付いた科学教育環境の提供と、それを支え
る指導者を育成する取り組みを行いました。

○彦根の食創出・育成事業　123 万 7 千円
新しい彦根の食の創出（ひこね丼）を推進しま
した。

○旭森地区公民館増築事業
○旧鳥居本出張所改修事業
○荒神山自然の家管理運営事業
○緊急経済対策住宅リフォーム促進事業

◀
10
月
に
行
わ
れ
た

　

ゆ
る
キ
ャ
ラ
®

　

ま
つ
り
in
彦
根

都市基盤・環境の分野

○低炭素社会構築事業　   2,848 万 3 千円
太陽光発電システムなどの設置への補助のほ
か、彦根市役所の公用車として、電気自動車
を配備しました。

○彦根駅東土地区画整理事業
　　　　　5 億 8,111 万 8 千円

湖東圏域の新たな玄関口にふさわしい土地利
用と、まちづくりをすすめるために、彦根駅
東地区を整備しました。

○都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業
○鳥居本公園整備事業
○公営住宅長寿命化事業

◀
開
発
が
進
む
彦
根
駅
東
口

平成23年度

文化・文化財の分野

○歴史まちづくり事業　   8,845 万 5 千円
彦根市歴史的風致維持向上計画の認定に伴い、
旧池田屋敷長屋門や、善

せ り

利組足軽屋敷辻番所
を保存・整備しました。

○世界遺産登録推進事業　   186 万 9 千円
彦根城の世界遺産登録に向けて、推進委員会
を設置し学識者などから助言を得て取り組み
を進めました。

○名勝「玄宮楽々園」保存整備事業
○文化振興事業

◀
玄
宮
楽
々
園
御
書
院
棟
の

　

修
復
完
成
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収
支
の
状
況

　

自
治
体
の
決
算
収
支
を
あ
ら
わ

す
一
般
会
計
の
実
質
収
支
は
、
昭

和
33
年
度
以
降
毎
年
度
黒
字
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
決
算
は
、
過
去
最

高
の
約
15
億
７
、
４
１
９
万
９
千

円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
総
務
費
、
労
働
費
、

農
林
水
産
業
費
、
商
工
費
、
教
育

費
、
公
債
費
と
い
っ
た
歳
出
が
前

年
度
に
比
べ
減
少
し
た
こ
と
に
加

え
、
歳
入
で
は
市
税
を
は
じ
め
と

す
る
自
主
財
源
が
増
加
し
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

貯
金
の
状
況

　

自
治
体
の
貯
金
に
あ
た
る
基
金

積
立
金
の
普
通
会
計
現
在
高
は
、

約
60
億
４
、
０
５
９
万
８
千
円
と

な
り
、前
年
度
か
ら
約
９
億
１
、６

８
１
万
５
千
円
増
加
し
ま
し
た
。

　

主
な
要
因
は
、
財
源
調
整
機
能

を
持
つ
財
政
調
整
基
金
で
、
約
８

億
６
７
３
万
８
千
円
の
増
加
と

な
っ
た
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
市
民
一
人
当
た
り
の
基

金
積
立
金
は
、
前
年
度
よ
り
８
千

円
増
の
約
５
万
５
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

借
金
の
状
況

　

自
治
体
の
借
金
に
あ
た
る
市
債

の
普
通
会
計
現
在
高
は
、
約
３
２

１
億
２
、
４
７
４
万
２
千
円
と
な

り
、
前
年
度
か
ら
約
２
、
０
２
８

万
６
千
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
要
因
は
、
臨
時
財
政
対
策

債
を
21
億
１
０
２
万
円
発
行
し
た

た
め
で
す
。
臨
時
財
政
対
策
債
と

は
、
も
と
も
と
地
方
交
付
税
の
一

部
で
、
国
の
財
源
不
足
か
ら
、
国

と
地
方
が
折
半
で
借
入
を
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。
後
年
度
に
支
払

う
元
金
と
利
子
は
、
全
額
交
付
税

で
支
払
わ
れ
る
こ
と
か
ら
「
交
付

税
の
後
払
い
」
と
も
い
わ
れ
る
制

度
で
す
。

　

こ
の
臨
時
財
政
対
策
債
を
除
い

た
市
債
残
高
は
、
建
設
事
業
費
な

ど
を
抑
え
、
で
き
る
限
り
新
規
発

行
債
を
抑
制
し
た
た
め
、
前
年
度

よ
り
16
億
６
、
１
２
６
万
６
千
円

減
の
１
９
５
億
２
、
１
２
３
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
一
人
当
た
り
の
市

債
残
高
は
、
前
年
度
よ
り
１
千
円

減
の
約
29
万
１
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

財務
状況

連
結
財
務
書
類
４
表
の
公
表

　

財
産
と
将
来
を
適
切
に
把
握
し
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
企
業

会
計
の
複
式
簿
記
に
よ
る
会
計
手
法
に
合
わ
せ
、
資
産
や
負
債
、
資
金
な
ど
を

ま
と
め
た
財
務
書
類
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
決
算
の
財
務
書
類
を
通
じ
、
市
財
政
の
実
態
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

決算からわかる
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11
月
11
日
、滋
賀
県
立
彦

根
総
合
運
動
場
（
松
原
町
）

周
辺
で
、
彦
根
シ
テ
ィ
マ

ラ
ソ
ン
が
行
わ
れ
、
参
加
者

３
、
７
０
０
人
が
晩
秋
の
城

下
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

東
京
都
や
徳
島
県
な
ど

県
外
か
ら
の
参
加
者
も
多

数
あ
り
、
小
学
生
、
中
学
生
、

一
般
、親
子
ペ
ア
な
ど
の
部

門
や
距
離
ご
と
に
分
か
れ

て
ス
タ
ー
ト
。

　

ラ
ン
ナ
ー
は
、自
己
記
録

に
挑
ん
だ
り
、景
色
を
ゆ
っ

く
り
楽
し
ん
だ
り
と
、思
い

思
い
の
ペ
ー
ス
で
走
り
ま

し
た
。

　11月2日、稲枝北
小学校（下岡部町）で、
地域のお年寄りとふ

れあう「祖父母学級」が行われ、児童とお年寄りが向かい合って話
をしながら給食を食べました。「祖父母学級」は、一緒に給食を食
べ、その後各学年に分かれて、お年寄りから昔の話を聞いたり、昔
遊びをしたりする行事です。お年寄りには、学校への理解や関心を
高めてもらい、児童には地域を大切にする心を育てることを目的と
しています。今では伝統行事の一つとなっており、参加した地域の
人は、「今後も受け継いでいってほしい」と話していました。

　11月6
〜16日、
姉妹都市

ミシガン州アナーバー市（米国）から、２年ぶり 17 回目
となる中高生代表団が、彦根市を訪れました。
　一行 15 人は、ホームステイをしながら市内の中学校
に通学したほか、彦根城や彦根城博物館などを見学し、日
本の生活や文化を体験しました。
　また、米国を出発前に自分たちで折った千羽鶴を携え
て広島市を訪問し、平和について学習しました。

晩秋の城下を駆け抜けた
第 26 回 彦根シティマラソン

速
や
か
に
態
勢
を
整
え
る

市
立
病
院
で
大
規
模
災
害
訓
練

　11月10日、彦根市立病院（八坂町）で、
大規模な災害が発生したときに、迅速に救
急態勢をつくり、適切な対応が行えるよう、
医師や看護師、消防職員ら 150 人による
災害訓練が行われました。
　訓練開始の放送後、正面玄関前では、医
師らが、次々と運ばれてくる傷病者役の人
をトリアージ（治療の優先順位を設定する作
業）などをして、院内外の治療エリアに搬
送しました。

　

11
月
10
日
、
清
掃
セ
ン

タ
ー
（
野
瀬
町
）
で
、
ご
み

問
題
と
循
環
型
の
社
会
づ

く
り
に
つ
い
て
市
民
の
皆

さ
ん
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
、「
エ
コ
ラ
イ
フ

の
集
い
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

清
掃
セ
ン
タ
ー
の
施

設
見
学
会
や
ご
み
の
分
別

体
験
の
ほ
か
、
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
車
や
電

気
自
動
車
の
展
示
が
あ
り

ま
し
た
。施
設
見
学
会
に
参

加
し
た
人
は
、熱
心
に
職
員

の
説
明
を
聞
い
た
り
、質
問

を
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

ごみ問題や循環型社会への理解を深める
「エコライフの集い」

秋
の
火
災
防
御
訓
練

各
隊
の
連
携
や
放
水
態
勢
の
確
認

　11月11日、秋季火災予防運動の一環として、
消防本部と消防団が合同で、「秋の火災防御訓

練」を、ミシガン州立大学連合日本センター（写
真）、新神戸電機㈱彦根事業所、日夏町公民館の３
箇所で実施しました。３会場あわせて消防職員・
消防団員 190 人と消防車両・バイク 37 台が出
動し、各隊の連携や放水態勢の確立など火災防御
技術の向上に努めました。
　ミシガンン州立大学連合日本センターでは、留
学生ら 30 人が見守る中、訓練が実施されました。

政
治
へ
の
関
心
を
深
め
よ
う

子
ど
も
議
会

　

11
月
10
日
、
彦
根
市
議
会
議
場
（
市

役
所
５
階
）
で
、
児
童
に
政
治
へ
の
関
心

を
深
め
て
も
ら
い
、
市
議
会
や
行
政
の

取
り
組
み
を
よ
り
身
近
な
も
の
に
感
じ

て
も
ら
お
う
と
、「
子
ど
も
議
会
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

議
場
に
は
、
市
議
会
と
同
様
に
、
市

長
、
教
育
長
、
各
所
属
の
部
長
が
出
席

し
ま
し
た
。
参
加
し
た
市
内
の
小
学
６

年
生
29
人
は
、
緊
張
し
な
が
ら
も
、
質

問
や
提
案
を
し
、
教
育
長
ら
の
答
弁
を

真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　　

　

11
月
７
日
、い
ろ
は
松
や
玄
宮
園
、天

守
前
広
場
な
ど
の
松
に
、「
こ
も
巻
き
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
作
業
は
、
冬

の
間
に
、
こ
も
に
虫
を
誘
い
込
み
、
春

に
こ
も
を
外
し
、
松
を
虫
の
被
害
か
ら

守
る
た
め
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

立り
っ

冬と
う

で
も
あ
る
こ
の
日
は
、
彦
根
城

管
理
事
務
所
の
作
業
員
15
人
が
、
幹
の

太
さ
が
約
２
・
５
ｍ
も
あ
る
松
な
ど
約

１
０
０
本
に
手
際
よ
く
こ
も
を
巻
き
ま

し
た
。
こ
も
は
、
来
年
の
啓け

い

蟄ち
つ

に
あ
た

る
３
月
５
日
頃
に
外
す
予
定
で
す
。

城
内
の
冬
支
度

い
ろ
は
松
な
ど
に「
こ
も
巻
き
」

姉妹都市から「こんにちは」
若い世代の交流と異文化体験

地域のお年寄りとのふれあい
稲枝北小学校で「祖父母学級」
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お
願
い
し
ま
す
。

臨
時
休
館
日
（
年
末
年
始
を
含
み
ま

す
）　

12
月
24
日
（
月
・
振
）
～

平
成
25
年
１
月
９
日
㈬

臨
時
開
館　

12
月
23
日
（
日
・
祝
）

※
休
館
日
の
図
書
の
返
却
は
、
市

立
図
書
館
正
面
玄
関
前
の
ブ
ッ

ク
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

※
市
立
図
書
館
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
シ
ス
テ
ム
を
、
12
月
24
日

（
月
・
振
）
～
平
成
25
年
１
月
８

日
㈫
の
間
停
止
し
ま
す
の
で
、

こ
の
間
、
蔵
書
検
索
、
予
約
、

本
の
貸
し
出
し
の
延
長
な
ど
が

で
き
ま
せ
ん
。

　
　

ま
た
、
市
立
図
書
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
停
止
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
立
図
書
館

☎
22-

０
６
４
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

０
３
０
０
番

年
末
の
ご
み
等
収
集
と

直
接
搬
入

　□市
清
掃
セ
ン
タ
ー

年
末
の
ご
み
等
収
集
に
つ
い
て

　

年
末
の
ご
み
等
収
集
は
、
12
月

30
日
㈰
ま
で
行
い
ま
す
。
詳
し
く

は「
ご
み
等
の
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

年
末
の
搬
入
は
混
雑
し
ま
す

　

年
末
の

清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の

直
接
搬
入
は
、
た
い
へ
ん
混
雑
し

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象　

市
内
に
住
民
登
録
ま
た
は

本
籍
が
あ
る
人(

か
つ
て
あ
っ
た

人
を
含
み
ま
す
）

登
録
方
法　

市
民
課
な
ど
に
あ

る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
書
い

て
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
に
必
要
な
も
の

▼
本
人
を
確
認
す
る
書
類(

運
転

免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
顔
写
真

入
り
の
公
的
な
資
格
証
明
書)

▼
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は
、

代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
と
登

録
者
本
人
の
委
任
状

▼
法
定
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合

は
、
法
定
代
理
人
の
本
人
確
認

書
類
と
資
格
を
証
明
す
る
書
類

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
民

課
☎
30-

６
１
１
１
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
22-

１
３
９
８
番

シ
ス
テ
ム
更
新
に
よ
る

臨
時
休
館

　
　
　  

市
立
図
書
館

　

年
末
年
始
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
シ
ス
テ
ム
の
更
新
の
た
め
に

臨
時
休
館
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

歩
道
な
ど
は
、
自
治
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

な
ど
、
地
域
が
互
い
に
協
力
し
あ

っ
て
除
雪
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

道
路
河
川
課

☎
30-
６
１
２
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

５
２
１
１
番

ご
覧
く
だ
さ
い

彦
根
長
浜
都
市
計
画

地
区
計
画
の
原
案

 

　 

　 

□市
都
市
計
画
課　

　

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
地

区
計
画
の
申
出
が
自
治
会
な
ど
か

ら
あ
り
、
地
区
計
画
の
原
案
を
作

成
し
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り

縦
覧
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
原
案
に
意
見

が
あ
る
場
合
は
、
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
区
計
画
名

▼
本
町
二
丁
目
地
区 

地
区
計
画

▼
亀
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
Ⅲ
期
地
区

地
区
計
画

▼
エ
ク
セ
レ
ン
ト
ヒ
ル
ズ
彦
根
地

区 

地
区
計
画

縦
覧
期
間　

12
月
３
日
㈪
～
同
21

日
㈮
（
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す
）

縦
覧
場
所　

湖
東
土
木
事
務
所

管
理
調
整
課
、
都
市
計
画
課
、

支
所
、
各
出
張
所

問
い
合
わ
せ
先　

都
市
計
画
課

☎
30-

６
１
２
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

８
５
１
７
番

転
車
を
運
転
す
る
皆
さ
ん
、
ラ

イ
ト
を
つ
け
て
い
ま
す
か
。「
ま

だ
見
え
る
か
ら
大
丈
夫
」
な
ど

と
思
っ
て
い
た
ら
間
違
い
で

す
。
ラ
イ
ト
が
つ
い
て
い
な
い

と
、
前
を
歩
い
て
い
る
歩
行
者

や
他
の
車
は
、
あ
な
た
の
車
の

存
在
に
気
づ
く
の
が
遅
れ
ま
す
。

ま
わ
り
の
歩
行
者
や
運
転
者
に
、

気
づ
い
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

自
転
車
も
自
動
車
も
午
後
４
時

か
ら
ラ
イ
ト
！

問
い
合
わ
せ
先  

交
通
対
策
課

☎
30-

６
１
３
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

８
５
１
７
番

雪
の
季
節
で
す

除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ

さ
い

 

　 

　 

□市
道
路
河
川
課　

　

彦
根
市
は
、
冬
季
の
交
通
を
確

保
す
る
た
め
、
12
月
１
日
か
ら
翌

年
の
３
月
20
日
ま
で
の
間
、
幹
線

道
路
を
中
心
に
除
雪
を
行
い
ま
す
。

　

深
夜
か
ら
早
朝
に
か
け
て
凍
結

防
止
や
除
雪
作
業
を
行
い
、
交
通

確
保
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
作
業

の
妨さ

ま
た

げ
と
な
る
路
上
駐
車
な
ど
を

し
な
い
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、行
政
の
力
だ
け
で
は
、全

て
の
路
線
を
短
時
間
に
除
雪
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
幹
線
道
路

以
外
の
集
落
内
道
路
や
通
学
路
・

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

12
月
１
日
㈯
～
同
31
日
㈪

□市
交
通
対
策
課

運
動
の
重
点

①
横
断
歩
行
者
の
安
全
確
保
の
推
進

②
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故

防
止
（
早
め
点
灯 

４
時
か
ら
ラ
イ

ト
、
ハ
イ
ビ
ー
ム
切
り
替
え
と
反
射

材
着
用
の
推
進
）

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

④
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

横
断
者
に
注
意
！

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
横
断

歩
道
を
見
落
と
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。横
断
者
が
い
た
ら
、横
断

歩
道
の
手
前
で
一
時
停
止
。
横

断
歩
道
を
渡
る
歩
行
者
を
妨
害

す
る
こ
と
は
、
法
律
違
反
で
す
。

横
断
者
の
皆
さ
ん
は
、
左
右
を

よ
く
確
認
し
て
か
ら
横
断
し
ま

し
ょ
う
。
無
理
な
横
断
は
絶
対

に
止
め
ま
し
ょ
う
。

午
後
４
時
か
ら
ラ
イ
ト
！

　

夕
方
や
夜
間
に
、
自
動
車
や
自

伝
統
的
工
芸
品
産
業
技
術
者

今
年
度
表
彰
を
受
け
ら
れ

る
皆
さ
ん　□市

商
工
課

　

彦
根
を
代
表
す
る
地
場
産
業
の

一
つ
で
あ
り
、
経
済
産
業
省
の
伝

統
的
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
て
い
る

障
害
者
雇
用
推
進
事
業
所

を
表
彰
し
ま
し
た

　□市
商
工
課

　

彦
根
市
・
彦
根
商
工
会
議
所
・
稲

枝
商
工
会
で
は
、
社
会
に
お
け
る

障
害
者
雇
用
の
重
要
性
を
広
め
、

障
害
者
雇
用
の
促
進
と
就
労
の
安

定
を
図
る
た
め
、
障
害
者
雇
用
に

理
解
と
熱
意
の
あ
る
事
業
所
を
表

彰
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
５
回
目
と
な
り
、
審
査

の
結
果
、
次
の
２
事
業
所
を
被
表

彰
事
業
所
と
し
て
決
定
し
、
11
月

16
日
に
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

両
事
業
所
と
も
、
障
害
者
雇
用

を
積
極
的
に
推
進
し
、
関
係
機
関

と
の
連
携
に
よ
り
職
場
実
習
な
ど

を
受
け
入
れ
、
実
習
時
に
は
障
害

特
性
や
本
人
の
状
況
を
踏
ま
え
た

丁
寧
な
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
採
用
後
に
は
、
個
々
の

状
況
を
踏
ま
え
た
き
め
細
か
な
職

務
配
置
や
働
き
や
す
い
職
場
環
境

整
備
を
図
る
な
ど
、
職
場
定
着
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

商
工
課
☎

30-

６
１
１
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

♦
社
会
福
祉
法
人
近
江
ふ
る
さ
と
会

　

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
、
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、
居
宅
介

護
支
援
事
業
所
な
ど
の
運
営
を

行
っ
て
い
る
事
業
所
で
す
。

　

従
業
員
数
２
４
３
人（
常
用
雇
用

２
３
２
人
、短
時
間
雇
用
22
人
）（
※
）

の
う
ち
６
人
（
身
体
障
害
者
１
人
、

知
的
障
害
者
４
人
、
短
期
雇
用
重
度
障

害
者
１
人
）
を
雇
用
し
て
お
り
、
障

害
者
の
雇
用
率
は
２
・
47
％
で
す
。

※
従
業
員
数
は
、
常
用
雇
用
を
１

人
、
短
時
間
雇
用
を
０
・
５
人

と
し
て
計
算
し
て
い
ま
す
。

　
♦
ア
サ
ヒ
産
業
株
式
会
社　

　

ボ
デ
ィ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
イ
ン

ナ
ー
ウ
エ
ア
（
肌
着
・
下
着
）
全
般

の
製
造
を
行
っ
て
い
る
事
業
所
で

す
。

　

従
業
員
が
15
人
（
常
用
雇
用
10

人
、
短
時
間
雇
用
５
人
）
の
う
ち
１

人（
知
的
障
害
者
１
人
）を
雇
用
し
て

お
り
、
障
害
者
の
雇
用
率
は
６
・

67
％
で
す
。

金き
ん

箔ぱ
く

押お
し

・
組
立

中
村　

隆
一
さ
ん
（
栄
町
） 

組
立

伊
藤　

晃あ
き
ら

さ
ん
（
芹
川
町
）

彦
根
仏
壇
。

　

彦
根
市
で
は
、
彦
根
仏
壇
の
製

造
に
従
事
し
、
優
れ
た
技
術
を
持

つ
皆
さ
ん
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

36
回
目
を
迎
え
た
今
年
は
、
12

月
８
日
㈯
に
、
ビ
バ
シ
テ
ィ
彦
根

で
表
彰
式
を
行
い
、
上
の
３
人
の

皆
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

商
工
課
☎

30-

６
１
１
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

戸
籍
謄
本
な
ど
の
第
三
者

交
付
に
係
る

本
人
通
知
制
度
が

１
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

　□市
市
民
課

　

こ
の
制
度
は
、
本
籍(
国
籍)

の

記
載
の
あ
る
住
民
票
の
写
し
や
戸

籍
謄と

う

本ほ
ん

な
ど
を
、
代
理
人
や
第
三

者
に
交
付
し
た
場
合
、
交
付
し
た

事
実
を
本
人
に
お
知
ら
せ
す
る
も

の
で
す（
利
用
に
は
事
前
の
登
録
が
必

要
で
す
）。

　

こ
れ
に
よ
り
、
不
正
請
求
を
し

て
取
得
し
た
戸
籍
謄
本
な
ど
を
使

用
し
た
人
権
侵
害
の
防
止
を
図
り

ま
す
。ま
た
、こ
の
制
度
を
周
知
す

る
こ
と
で
、
委
任
状
の
偽
造
、
不

必
要
な
身
元
調
査
の
た
め
の
不
正

請
求
を
未
然
に
防
ご
う
と
す
る
も

の
で
す
。

　

な
お
、
12
月
３
日
㈪
か
ら
登
録

の
受
付
を
始
め
ま
す
。
詳
し
く
は

組
立

前
田　

八や

重え

子こ

さ
ん

 
 

（
犬
上
郡
多
賀
町
）

ま
す
。
家
庭
か
ら
出
る
「
燃
や
す

ご
み
、
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、

缶
・
金
属
類
、
び
ん
類
」
は
地
域

の
集
積
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
粗
大
ご
み
も
、
で
き
る

だ
け
早
い
時
期
に
搬
入
し
て
く
だ

さ
い
。

　

12
月
29
日
㈯
・
同
30
日
㈰
の
粗

大
ご
み
の
搬
入
は
、
午
前
９
時
か

ら
正
午
ま
で
で
す
。

※

清
掃
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
す
る

と
き
は
、
必
ず
事
前
に
分
別
を

徹
底
し
て
か
ら
搬
入
し
て
く
だ

さ
い
。

※
事
故
防
止
の
た
め
、
係
員
の
誘

導
に
従
い
、
経
路
を
守
っ
て
搬

入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
埋
立
ご
み
」
の
直
接
搬
入
は
、

中
山
投
棄
場
で
取
り
扱
い
ま

す
。
必
ず
事
前
に

清
掃
セ
ン

タ
ー
、

生
活
環
境
課
、
支
所
、

各
出
張
所
で
許
可
証
の
発
行
を

受
け
、
投
棄
場
に
搬
入
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン

タ
ー
☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

◀
表
彰
式　

左
か
ら
３
人
目
が
社
会
福
祉

法
人
近
江
ふ
る
さ
と
会
、
同
４
人
目
が

ア
サ
ヒ
産
業
㈱
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て
も
、
必
ず
起
こ
り
う
る
と
い
う

意
識
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

虐
待
を
す
る
側
も
多
く
の
場
合
、

ど
う
し
て
い
い
か
分
か
ら
ず
苦
し

ん
で
い
ま
す
。

　

10
月
に
施
行
さ
れ
た
障
害
者
虐

待
防
止
法
は
、
障
害
の
あ
る
人
と
、

「
虐
待
を
し
て
い
る
」「
虐
待
を
せ

ざ
る
を
得
な
い
」
状
況
に
あ
る
養

護
者
を
と
も
に
守
る
法
律
で
す
。

　

虐
待
が
生
じ
る
背
景
は
、
複
雑

で
、
簡
単
に
は
解
決
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
気
づ
い

た
人
が
声
を
あ
げ
、
行
政
機
関
や

相
談
機
関
と
一
緒
に
な
っ
て
解
決

に
向
け
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で

す
。「
虐
待
か
も
し
れ
な
い
」
と

思
っ
た
ら
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

障
害
福
祉
課

☎
27-

９
９
８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

１
７
６
７
番

宝
く
じ
の
助
成
金
を

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に

生
か
し
て
い
ま
す

　□市
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

　

宝
く
じ
助
成
は
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
㈶
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
収
益
金
を

財
源
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

平
成
24
年
度
に
こ
の
制
度
を
利

用
し
て
実
施
さ
れ
た
事
業
を
紹
介

と
も
に
生
き
る 

あ
た
た
か

い
ま
ち 

彦
根
を
目
指
し
て

12
月
３
日
～
同
９
日
は

障
害
者
週
間
で
す

□市
障
害
福
祉
課

　

障
害
者
週
間
は
、
障
害
の
あ
る

人
や
障
害
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心

や
理
解
を
い
っ
そ
う
深
め
る
た
め

の
週
間
で
す
。

　

今
回
は
、
今
年
の
10
月
に
施
行

さ
れ
ま
し
た
、
障
害
者
虐
待
防
止

法
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る
虐
待

は
ど
こ
で
も
起
き
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
悪
質
な
一
部
の
施
設
や
、

し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
の
整
備
（
上

西
川
町
自
治
会
）

　

上
西
川
町
自
治
会
で
は
、
地
域

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
コ
ミ
ュ

二
テ
ィ
広
場
の
整
備
を
行
い
ま
し

た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
の
整
備

に
よ
り
、
雨
上
が
り
後
も
心
配
な

く
各
種
の
催
し
を
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
幅
広
く
交
流
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

ま
た
、
緊
急
時
の
避
難
場
所
と

し
て
も
活
用
出
来
る
こ
と
か
ら
、

地
域
住
民
に
と
っ
て
安
心
出
来
る

場
と
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち
づ
く
り

推
進
室
☎
30-

６
１
１
７
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

②
参
加
者
が
お
お
む
ね
１
０
０
人

以
上
で
あ
る
こ
と

③
行
商
行
為
に
該
当
し
な
い
も
の

④
大
会
準
備
に
相
当
の
時
間
を
要

し
、
通
常
の
申
し
込
み
で
は
実

施
が
難
し
い
も
の

申
込
方
法　

公
園
管
理
事
務
所
に

あ
る
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
書
い
て
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
期
限　

平
成
25
年
１
月
９
日

㈬
（
必
着
）

会
議
開
催
日　

平
成
25
年
１
月
30

日
㈬　
午
前
10
時
～

会
議
開
催
場
所　

市
民
体
育
セ
ン

タ
ー
（
松
原
町
）
会
議
室
Ａ
・

Ｂ
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

髙
木
・

技
研　

特
別
共
同
体
☎
21-

３
９
２
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
２
２
７
番

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
発

行
さ
れ
ま
す

～
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で

　

大
切
に
保
管
を
～

　
　
　
彦
根
年
金
事
務
所

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

や
住
民
税
の
申
告
を
す
る
と
き
に
、

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け

る
た
め
に
は
、
支
払
っ
た
こ
と
を

会
議
開
催
日　

平
成
25
年
２
月
22

日
㈮　
午
後
２
時
～

会
議
開
催
場
所　

市
民
体
育
セ
ン

タ
ー
（
松
原
町
）
会
議
室
Ａ
・

Ｂ
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
体

育
セ
ン
タ
ー
☎
23-

２
２
９
３

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

２
２
９
４
番

平
成
25
年
度

金
亀
公
園
・
荒
神
山
公
園

年
間
利
用
調
整
会
議

　
髙
木
・
技
研
　
特
別
共
同
体

　

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
効
率
よ

く
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
各

施
設
の
利
用
に
関
す
る
年
間
利
用

調
整
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
中
に
、
大
会
・
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
、
施
設
の
利
用
を

希
望
す
る
団
体
は
、
申
込
用
紙
を

提
出
し
、
会
議
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
希
望
に
添
え
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

対
象　

▼
金
亀
公
園
（
野
球
場
、テ
ニ
ス
コ
ー

ト
、
多
目
的
競
技
場
）

▼
荒
神
山
公
園
（
野
球
場
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、
多
目
的
広
場
）

申
込
条
件（
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す

こ
と
）　

①
各
施
設
の
利
用
目
的
に
応
じ
た

も
の
で
あ
る
こ
と

平
成
25
年
度

市
民
体
育
セ
ン
タ
ー

年
間
使
用
調
整
会
議

 
　
　
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー　

　

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
施
設
を

効
率
よ
く
使
用
い
た
だ
く
た
め
、

優
先
使
用
に
関
す
る
年
間
使
用
調

整
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
中
に
、
大
会
・
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
、
市
民
体
育
セ
ン

タ
ー
の
優
先
使
用
を
希
望
す
る
団

体
は
、
申
込
用
紙
を
提
出
し
、
会

議
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。　

　

な
お
、
希
望
に
添
え
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
込
条
件（
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す

こ
と
）　

①
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
が
目

的
で
あ
る
こ
と

②
参
加
者
が
お
お
む
ね
１
０
０
人

以
上
で
あ
る
こ
と

③
日
程
な
ど
が
す
で
に
決
定
さ

れ
、
通
常
の
申
し
込
み
（
開
催

日
の
90
日
前
か
ら
）
で
は
実
施
が

難
し
い
も
の

④
他
の
施
設
で
は
実
施
で
き
な
い

も
の

申
込
方
法　

市
民
体
育
セ
ン
タ
ー

に
あ
る
所
定
の
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
書
い
て
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

12
月
21
日
㈮
ま
で

（
休
館
日
を
除
く
）

証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
１
月
１
日
か
ら
９
月

30
日
ま
で
の
間
に
、
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
し
た
人
に
対
し
、「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
が
、
10
月
下
旬
か
ら

11
月
上
旬
ま
で
に
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

は
、
必
ず
こ
の
証
明
書
（
ま
た
は
領

収
証
書
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
の
間
に
、
今
年
初
め
て
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人
に

は
、
来
年
の
１
月
下
旬
に
送
付
さ

れ
ま
す
。

　

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
場
合
も
、
納
付
し
た
本
人

の
社
会
保
険
料
控
除
の
申
告
に
加

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、

親
が
子
ど
も
の
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
し
た
場
合
、
親
の
社
会
保

険
料
控
除
に
そ
の
金
額
を
加
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

申
告
に
は
、
家
族
に
送
ら
れ
た

控
除
証
明
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
年
金
事
務

所
（
外
町
）
国
民
年
金
課
☎
23-

１
１
１
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９

０
３
８
番

特
別
な
家
庭
で
の
こ
と
と
思
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。

　

ど
の
施
設
、
家
庭
、
職
場
、
学
校
、

病
院
で
も
、
障
害
の
あ
る
人
は
虐

待
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
人
は
、
ひ
ど
い
目

に
遭
い
な
が
ら
訴
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
で
い
る
だ
け
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
あ
る
い
は
、
自
分
が
虐
待

を
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て

い
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
家
族

も
あ
き
ら
め
て
し
ま
っ
て
い
た
り
、

目
を
そ
ら
し
て
い
る
だ
け
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
虐
待
を
し
て
い
る
側
は
、

「
本
人
の
た
め
を
思
っ
て
一
生
懸

命
し
て
い
る
だ
け
」
と
、
し
つ
け

や
教
育
の
名
の
も
と
、
虐
待
を
し

て
い
る
こ
と
に
、
気
づ
い
て
い
な

い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

悪
意
は
な
く
て
も
虐
待
は
起
き

ま
す
。「
虐
待
を
す
る
側
」「
虐
待

を
さ
れ
て
い
る
側
」
の
双
方
に
自

覚
が
な
く
、
深
刻
な
虐
待
が
起
き

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
な
い
で

　

で
き
る
だ
け
早
く
虐
待
に
気
づ

く
こ
と
が
、
虐
待
を
未
然
に
防
止

す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

早
期
発
見
を
す
る
た
め
に
は
、

虐
待
は
ど
ん
な
に
気
を
つ
け
て
い

身体的虐待のサイン
▶体に傷やあざ、火

や け ど

傷の跡がしばしばある
▶急におびえたり、怖がったりする など

性的虐待のサイン
▶ひと目を避け、部屋に一人でいたがる
▶人に相談するのをためらう など

心理的虐待のサイン
▶おびえる、泣く、叫ぶなどパニックを起こす
▶攻撃的な態度が見られる
▶自分で自分を傷つける行為をする など

放棄 ･ 放任のサイン
▶体から異臭がするなど衛生状態が悪い
▶栄養失調が見られる など

経済的虐待のサイン
▶お金を使っている様子が見られない
▶日常生活に必要なお金を渡されていない など

ご相談ください

▶ 障害福祉課☎ 27-9981、FAX26-1767
▶ステップあップ 21 ☎ 35-0333、
　FAX35-2123
▶地域生活支援センターまな☎ 21-2192、

FAX21-2193
▶相談支援事業所彦根学園☎ 26-7088、

FAX26-7077

▲コミュティ広場全体（左）、コミュティ広場のフェンスと
椅子（右）

第
17
回

　

議
場
コ
ン
サ
ー
ト

　

彦
根
市
議
会
の
12
月
定
例

会
の
開
会
日
に
、
議
場
に
お

い
て
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
ま
す
。

　

当
日
は
、
午
前
９
時
か
ら

12
月
定
例
会
の
本
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に

傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
３
日
㈪　

午
後

１
時
～

場
所　

彦
根
市
議
会
議
場

（
市
役
所
５
階
）

出
演　

Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ｍ
Ａ（
ジ
ェ
ン
マ
）

内
容　

女
声
合
唱

曲
目　

ク
リ
ス
マ
ス
・
キ
ャ

ロ
ル
メ
ド
レ
ー　

な
ど

申
込　

不
要
で
す
。
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

議
会
事

務
局
☎
30-

６
１
３
０
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

０
９
０
６
番

　



13 2012・12・1 122012・12・1

　

彦
根
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
市
政
へ
の
参
加
を
さ
ら
に
進
め

て
い
く
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
考
え
を
お
聴
き
す
る
「
市
政
へ

の
意
見
・
提
言
」
の
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。

　

彦
根
市
が
進
め
て
い
る
政
策
な

ど
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
投
稿
す
る
場
合

　
　

彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
市

勢
の
情
報
→
行
政
情
報
に
あ
る

「
市
政
へ
の
意
見
・
提
言
」
の

リ
ン
ク
か
ら
入
り
、
専
用
の
入

力
フ
ォ
ー
ム
に
ご
意
見
な
ど
を

書
い
て
、送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち
づ
く

り
推
進
室
☎
30-

６
１
１
７

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番
、

Ｅ
メ
ー
ル　

m
achizukuri@

m
a.city.hikone.shiga.jp

建
設
的
な
ご
意
見
・
ご
提
言
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
可
能

な
限
り
担
当
部
署
か
ら
文
書
・

電
話
な
ど
で
回
答
し
ま
す
。

▼
回
答
さ
せ
て
い
た
だ
く
ま
で

に
、
１
か
月
程
度
か
か
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

▼
匿と

く

名め
い

の
場
合
に
は
回
答
し
ま
せ

ん
。

ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
方
法

郵
送
の
場
合

　
　

市
政
に
対
し
て
の
ご
意
見

を
、
左
の
封
筒
の
裏
面
に
書
い

て
く
だ
さ
い
。

　
　

記
入
後
、
封
筒
を
切
り
取
っ

て
、
隅
の
「
の
り
し
ろ
」
で
貼

り
合
わ
せ
て
ポ
ス
ト
へ
投
か
ん

し
て
く
だ
さ
い
。
切
手
は
貼
ら

ず
に
そ
の
ま
ま
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
封
筒
は
広
報
ひ
こ
ね
に
年
２

回
掲
載
し
て
い
ま
す
）

　

良
好
な
環
境
を
守
り
育
て
る
た

め
、
圏
域
が
一
体
と
な
っ
て
環
境

保
全
活
動
を
す
す
め
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課

☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

27-

０
３
９
５
番

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
を
使
っ
た

省
エ
ネ
生
活
の
推
進

　

身
近
に
取
り
組
め
る
夏
の
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
と
し
て
、
圏
域
内

の
市
町
で
は
、
ゴ
ー
ヤ
や
ア
サ
ガ

オ
な
ど
の
つ
る
性
植
物
を
使
っ
た

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」の
取
り
組
み
を

推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
取
り
組
み
を
今
年
は
さ
ら

に
広
め
る
た
め
に
、
５
月
か
ら
彦

根
市
、
愛
荘
町
、
多
賀
町
の
３
会

場
を
設
定
し
、「
ゴ
ー
ヤ
の
育
て
方

講
習
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
習
会
に
は
、
１
０
０
人
近
く

の
人
が
参
加
し
、
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
昨
年
自
宅
で
栽
培
を
し
た
が
、

大
き
く
な
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う

参
加
者
は
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を

使
っ
た
プ
ラ
ン
タ
ー
の
暑
さ
対
策

湖
東
定
住
自
立
圏
（
彦
根
市
と
愛
荘
町
、豊
郷
町
、甲 

良 

町
、
多
賀
町
と
の
広
域
連
携
）
の
具
体
的
な
取
り
組
み

の
事
例
な
ど
を
聞
い
て
、「
早
速
、

自
宅
で
試
し
て
み
る
」
と
喜
ば
れ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
皆
さ
ん
が
丹
精
込
め
て

栽
培
さ
れ
た
も
の
を
、
よ
り
多
く

の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」を

開
催
し
た
と
こ
ろ
、
約
70
件
も
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
か
ら
、
各
市
町
か
ら
選

ば
れ
た
審
査
員
が
審
査
・
選
考
を

し
て
、
次
の
事
業
所
な
ど
が
入
賞

作
品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

特
選

　

公
共
部
門　

甲
良
町
役
場

事
業
所
部
門　

食
彩
酒
楽
・
善ぜ

ん

（
川
瀬
馬
場
町
）

　

個
人
部
門　

２
作
品　

入
選

　

公
共
部
門

　

▼
犬
方
環
境
美
化
協
議
会

（
犬
方
町
）　

▼
城
東
小
学
校（
京
町
二
丁
目
）

▼
川
久
保
地
域
総
合
セ
ン

タ
ー
（
愛
荘
町
川
久
保
）

▼
甲
良
東
保
育
セ
ン
タ
ー

（
甲
良
町
横
関
）　

▼
甲
良
西
小
学
校（
甲
良
町
在
士
）

　

事
業
所
部
門　

　

▼
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
彦
根
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
（
西
沼
波
町
）

　

▼
豊
郷
郵
便
局（
豊
郷
町
石
畑
）

　

個
人
部
門　

４
作
品

　

※
個
人
名
は
公
表
し
ま
せ
ん
。

　

　圏域内で環境に関するボランティア活動をして
いる皆さんを紹介する場として、「湖東地域環境シ
ンポジウム」を開催します。
　自然や地域環境の保全など、身近な環境を見つめ
直し、多くの人に地域の環境への関心を高めていた
だくために開催します。お気軽にお越しください。
日時　12 月８日㈯　10：00 〜 16：00　
場所　ビバシティ彦根（竹ケ鼻町）２階 研修室
内容　

▶開会式・よし笛コンサート
▶「緑のカーテンコンテスト」表彰式
▶講演　「カタツムリの分布から見えてくる湖東
　　地域の環境」
　講師　金

かな

尾
お

　滋
しげ

史
ふみ

さん（滋賀県立琵琶湖博物館学芸員）

▶エコグッズづくり体験

参加費　無料
共催　湖東定住自立圏推進協議会環境・ごみ処理

部会（彦根市、愛荘町、豊郷町、甲良町、多賀町）、
湖東環境事務所

主催・問い合わせ先　環境フォーラム湖東事務
局（ 湖東環境事務所内）☎ 27-2255、FAX27-
1688

◀
愛
荘
町
の
川
久
保
地
域
総
合
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た「
ゴ
ー
ヤ
の
育
て
方
講
習
会
」

▶
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
公
共

部
門
の
特
選
と
な
っ
た
甲
良
町
役
場

同時開催
湖東の環境活動パネル展
日時　12 月４日㈫〜同 10 日㈪　
場所　ビバシティ彦根１階センターモール
※「緑のカーテンコンテスト」優秀作品の

写真も展示します。

湖東地域環境シンポジウム

お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

市
政
へ
の
意
見
・
提
言



15 2012・12・1 142012・12・1

　

本
格
的
な
冬
の
到
来
に
備
え
、

ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
の
手

入
れ
は
万
全
で
し
ょ
う
か
。

　

消
防
本
部
管
内(

彦
根
市
・
犬

上
郡)

で
は
、
平
成
23
年
か
ら
平

成
24
年
に
か
け
て
の
暖
房
器
具
を

使
用
す
る
季
節
で
、
ス
ト
ー
ブ
か

ら
出
火
し
た
火
災
が
２
件
発
生
し
、

死
者
・
負
傷
者
が
そ
れ
ぞ
れ
１
人

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
ス
ト
ー
ブ
・
こ
た
つ

な
ど
の
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
機

会
が
多
く
な
り
ま
す
。
火
災
を
発

生
さ
せ
な
い
よ
う
、
取
扱
説
明
書

を
よ
く
読
ん
で
、
正
し
い
方
法
で

使
用
し
ま
し
ょ
う
。

「
ス
ト
ー
ブ
」か
ら
の
火
災
を
防
ぐ

た
め
に

◇
使
い
始
め
る
前
に
は
、
清
掃
と

安
全
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◇
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
燃
料
は
灯
油

で
す
。
ガ
ソ
リ
ン
は
絶
対
に

使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

◇
ス
ト
ー
ブ
の
フ
ィ
ル
タ
ー
な
ど

に
ほ
こ
り
な
ど
が
溜た

ま
っ
て
い

る
と
、
不
完
全
燃
焼
を
起
こ
す

可
能
性
が
あ
る
の
で
、
定
期
的

に
フ
ィ
ル
タ
ー
の
清
掃
や
点
検

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◇
ス
ト
ー
ブ
は
、
壁
や
カ
ー
テ
ン

か
ら
離
し
て
置
き
、
雑
誌
や
新

聞
紙
な
ど
の
燃
え
や
す
い
も
の

を
近
く
に
置
か
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

◇
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
洗
濯
物
を

乾
か
す
の
は
止
め
ま
し
ょ
う
。

　

ス
ト
ー
ブ
に
洗
濯
物
が
接

触
し
た
り
、

干
し
て
い

た
洗
濯
物

が
落
下
し

て
火
災
と

な
る
お
そ

れ
が
あ
り

ま
す
。

◇
火
を
消
し
て
か
ら
給
油
し
ま

し
ょ
う
。

　
　

石
油
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
中
に

燃
料
補
給
す
る
と
、
ス
ト
ー
ブ

に
誤
っ
て
灯
油
な
ど
を
垂た

ら
し

て
し
ま
っ
て
火
災
に
な
る
こ
と

暖
房
器
具
の
取
扱
い

に
注
意
！

　

が
あ
り
た
い
へ
ん
危
険
で
す
。

　
　

ま
た
、
燃
料
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

な
ど
に
給
油
し
た
ら
、
口く

ち

金が
ね

を

　

し
っ
か
り
閉
め
、
漏
れ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
就
寝
時
、
外
出
時
に
は
、
必
ず

消
火
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◇
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
ス
プ
レ
ー

缶
を
使
用
す
る
の
は
危
険
で
す
。

　

ス
プ
レ
ー
缶
の
可
燃
性
ガ
ス

が
ス
ト
ー
ブ
の
炎
に
引
火
し
て

火
災
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
の

で
、
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
使
用

す
る
の
は
止
め
ま
し
ょ
う
。

危
険
物
の
保
管

○
灯
油
用
の
容
器
は
金
属
製
の
も

の
、
ま
た
は
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製

で
適
合
性
の
推
奨
ラ
ベ
ル
ま
た

は
認
定
証
が
貼

ち
ょ
う

付ふ

さ
れ
て
い
る

も
の
を
使
用
し
、
必
ず
栓
を

し
っ
か
り
締
め
て
密
閉
し
ま

し
ょ
う
。

○
容
器
は
火
気
を
使
う
場
所
か
ら

遠
ざ
け
、
直
射
日
光
を
避
け
た

冷
暗
所
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

○
地
震
時
に
容
器
が
転
倒
し
た
り
、

落
下
物
に
よ
っ
て
容
器
が
破
損

し
た
り
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

「
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
」・「
電
気
毛

布
」
を
お
使
い
の
皆
さ
ん
へ

　

石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器

具
と
併
用
し
て
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト

を
使
う
人
、
ま
た
就
寝
時
に
電
気

毛
布
を
使
う
人
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
上
に
重
い

家
具
な
ど
置
い
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

取
扱
説
明
書
に
書
い
て
あ
る
重

量
以
上
の
も
の
を
カ
ー
ペ
ッ
ト
の

上
に
置
く
と
、内
部
の
ヒ
ー
タ
ー
線

を
傷
め
、断
線
す
る
等
の
出
火
の
原

因
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
電
気
毛
布
は
内
部
の

ヒ
ー
タ
ー
線
が
ね
じ
れ
た
り
偏

か
た
よ

っ

た
り
し
て
い
な
い
か
点
検
し
ま

し
ょ
う
。
表
面
に
キ
ズ
や
破
れ
が

あ
っ
た
り
、
内
部
の
ヒ
ー
タ
ー
線

が
露
出
し
て
見
え
て
い
る
場
合
は
、

危
険
で
す
の
で
使
用
を
中
止
し
て

く
だ
さ
い
。

「
電
気
こ
た
つ
」
を
お
使
い
の
皆
さ
ん
へ

　

比
較
的
安
全
と
思
わ
れ
る
電
気

こ
た
つ
も
、
使
用
方
法
を
誤
る
と
、

火
災
な
ど
の
事

故
に
つ
な
が
り

ま
す
。
電
気
こ

た
つ
に
よ
る
火

災
を
防
止
す
る

た
め
に
次
の
こ

と
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
電
気
こ
た
つ
の
中
で
衣
類
を
乾

か
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
座
い
す
や
座
布
団
、
上
掛
け
な

ど
が
電
気
こ
た
つ
内
の
ヒ
ー

タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
カ
バ
ー
に
触
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
電
源
コ
ー
ド
が
こ
た
つ
の
脚
な
ど

の
下
敷
き
に
な
っ
た
状
態
で
使
用

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
電
気
こ
た
つ
（
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ

ト
な
ど
）
を
改
造
・
修
理
し
て
使

用
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
外
出
な
ど
で
留
守
に
す
る
場
合

は
、
電
源
を
切
り
、
電
源
プ
ラ

グ
を
抜
き
ま
し
ょ
う
。
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直
弼
杯
囲
碁
大
会

〈
日
時
〉
平
成
25
年
２
月
２
日
㈯ 

午
前
10
時
～
（
受
付　

午
前
９
時
30

分
～
）　
〈
場
所
〉
彦
根
商
工
会
議

所（
中
央
町
）４
階
大
会
議
室　
〈
対

象
〉
ア
マ
チ
ュ
ア
の
人　
〈
定
員
〉

80
人
（
先
着
順
）　
〈
対
局
方
法
〉
申

込
状
況
に
よ
り
、
段
・
級
位
を
考

慮
し
て
、
５
ク
ラ
ス
程
度
に
分
か

れ
て
対
局　
〈
競
技
形
式
〉 

各
ク

ラ
ス
ご
と
に
準
ス
イ
ス
方
式
で
行

い
ま
す
。（
詳
し
く
は
当
日
説
明
し
ま

す
）　
〈
参
加
費
〉
高
校
生
以
上
千

円
、
小
・
中
学
生
５
０
０
円　
〈
申

込
期
限
〉
平
成
25
年
１
月
18
日
㈮ 

〈
そ
の
他
〉
今
大
会
で
の
小
・
中
学

生
の
受
賞
者
は
、「
ひ
こ
に
ゃ
ん
子

ど
も
文
化
芸
術
大
賞
」
の
対
象
に

な
り
ま
す
。　
〈
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先
〉

教
育
委
員
会
文
化
振
興

室
（
〒
５
２
２-

０
０
５
５ 

野
瀬
町
１

８
７-

４
）
☎
23-

７
８
１
０
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

３
０
８
０
番　

※
は

が
き
に
①
住
所
②
氏
名
（
小
・
中
学

生
の
場
合
は
学
校
名
・
学
年
も
）
③
電

話
番
号
④
段
・
級
位
を
書
い
て
郵

送

子
育
て
講
座

子
ど
も
の
お
肌
の
ト
ラ
ブ
ル

に
は
何
が
あ
る
の
？

〈
内
容
〉子
ど
も
の
肌
は
デ
リ
ケ
ー

ト
。
判
断
に
困
る
症
状
へ
の
対
応

の
仕
方
や
手
入
れ
を
ど
う
す
れ
ば

よ
い
の
か
を
保
健
師
か
ら
学
び
ま

す
。　
〈
日
時
〉12
月
14
日
㈮　

午

前
10
時
～
同
11
時
30
分　
〈
場
所
〉

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
（
日
夏
町
）
多

目
的
室
〈
対
象
〉
０
～
３
歳
の
子

ど
も
の
保
護
者　
〈
定
員
〉
25
組

（
先
着
順
）　
〈
参
加
費
〉無
料　
〈
持

ち
物
〉
筆
記
用
具
、
飲
み
物
な
ど

　
〈
申
込
期
間
〉
12
月
４
日
㈫
～

同
12
日
㈬　
〈
託
児
〉
20
人
（
先
着

順
）　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

子
ど
も
未
来
室
☎
28-
１
５
８

０
番(

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時)

、

Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

３
６
４
６
番　

※
電

話
か
直
接
窓
口
へ

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ
ね

し
め
な
わ
作
り
教
室

〈
内
容
〉
わ
ら
を
使
っ
て
、お
正
月

に
飾
る
素
朴
な
し
め
な
わ
（
玄
関

用
の
も
の
、
従
来
型
〈
一
の
字
型
〉
と

リ
ー
ス
型
）
を
作
り
ま
す
。　
〈
日

時
〉
12
月
27
日
㈭　

午
前
９
時
30

分
～
同
11
時
30
分　
〈
場
所
〉
グ

リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ
ね
（
清
崎
町
）　

〈
対
象
〉
市
内
に
在
住
の
人　
〈
定

員
〉
30
人
（
先
着
順
）　
〈
参
加
費
〉

２
０
０
円　
〈
材
料
費
〉従
来
型
３

０
０
円
、
リ
ー
ス
型
４
０
０
円　

〈
申
込
期
間
〉12
月
３
日
㈪
～
同
14

日
㈮　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ
ね
☎
25-

３

９
０
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
25-

３
９
７

２
番　

※
参
加
費
と
材
料
費
を
添

え
て
窓
口
へ

平
成
25
・
26
年
度　

学
校
給
食
用
食
材
納
入
業
者

〈
内
容
〉
平
成
25
・
26
年
度
中
に
学

校
給
食
用
食
材
（
共
同
購
入
分
）
を

納
入
す
る
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
〈
取
扱
品
目
〉
冷
凍
・
冷
蔵
食
品

（
豆
腐
な
ど
の
大
豆
加
工
品
、
野
菜
、
肉

類
は
除
く
）、
乾
物
、
缶
詰
、
調
味

料
、
油
脂
な
ど　
〈
登
録
資
格
〉

▼
食
料
品
の
製
造
加
工
、
ま
た
は

販
売
を
行
っ
て
い
る
業
者　

▼
食

品
衛
生
管
理
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
行

わ
れ
、
従
業
員
に
対
し
健
康
管
理

の
行
き
届
い
て
い
る
業
者　

▼
１

日
約
７
、
５
０
０
食
分
、
給
食
材

料
を
18
校
へ
納
入
す
る
こ
と
が
で

き
る
業
者　
〈
申
込
期
間
〉
12
月

10
日
㈪
～
同
25
日
㈫
の
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分
（
土
・
日
曜

日
・
祝
日
を
除
く
）　
〈
申
込
・
問
い

合
わ
せ
先
〉
彦
根
市
学
校
給
食
協

会
（

教
育
委
員
会
保
健
体
育
課
内
）

　
「
河
川
法
」
お
よ
び
「
道
路
法
」

の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
次
の
事
項
を
、
彦
根
市
の
条

例
で
定
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

▼
彦
根
市
が
管
理
す
る
準
用
河
川

に
設
け
る
主
要
な
施
設
の
構
造

に
つ
い
て
、
河
川
管
理
上
必
要

と
す
る
技
術
的
基
準

▼
道
路
の
構
造
の
技
術
的
基
準

▼
案
内
標
識
や
警
戒
標
識
、
こ
れ

ら
に
付
け
る
補
助
標
識
の
寸
法

や
文
字
の
大
き
さ

　

そ
こ
で
、条
例
（
素
案
）
を
公
表

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

素
案
の
公
開
場
所　

建
設
管
理

課
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
市

役
所
１
階
）、
支
所
、
各
出
張
所
、

彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

意
見
等
の
提
出
期
間　

12
月
３
日

彦
根
市
準
用
河
川
管
理
施

設
等
の
構
造
を
定
め
る
条

例
の
制
定
（
素
案
）、
彦
根

市
道
路
構
造
の
技
術
的
基

準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

（
素
案
）、
彦
根
市
道
に
設
け

る
道
路
標
識
の
寸
法
を
定

め
る
条
例
の
制
定
（
素
案
）

　

㈪
～
平
成
25
年
１
月
７
日
㈪

（
必
着
）

提
出
方
法　

建
設
管
理
課
に
直

接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

建
設

管
理
課
（
〒
５
２
２-

８
５
０
１　

元
町
４-

２
）☎
30-

６
１
２
１
番
、

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

５
２
１
１
番
、

Ｅ
メ
ー
ル  kensetsukanri@

m
a.city.hikone.shiga.jp

　　
「
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動

等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法

律
」
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
公
園
等
や
道
路
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
に
関
す
る
構
造
基
準

な
ど
を
、
彦
根
市
の
条
例
で
定
め

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、条
例
（
素
案
）
を
公
表

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

素
案
の
公
開
場
所　

交
通
対
策

課
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
市

役
所
１
階
）、
支
所
、
各
出
張
所
、

彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

意
見
等
の
提
出
期
間　

12
月
３
日

㈪
～
平
成
25
年
１
月
７
日
㈪

（
必
着
）

提
出
方
法　

交
通
対
策
課
に
直

接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

交
通

対
策
課
（
〒
５
２
２-

８
５
０
１　

元
町
４-

２
）☎
30-

６
１
３
４
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

８
５
１
７
番
、
Ｅ

メ
ー
ル　

koutsutaisaku@
m

a.city.hikone.shiga.jp

彦
根
市
移
動
等
円
滑
化
の

た
め
に
必
要
な
特
定
公
園

施
設
の
設
置
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
（
素
案
）、

彦
根
市
移
動
等
円
滑
化
の

た
め
に
必
要
な
道
路
の
構

造
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
（
素
案
）

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意

見
な
ど
は
、
意
見
に
対
す
る

彦
根
市
の
考
え
方
と
と
も
に

整
理
し
た
う
え
で
、
彦
根
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表

し
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意

見
に
対
し
て
、
個
別
に
回
答

は
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

広報ひこねへの広告を募集しています
掲載料　　１枠 3 万円
大きさ　　縦　45.5㎜
　　　　　横　86㎜
申込締切　原則、発行日の１か月前
※詳しくはお問い合わせください。　
申込・問い合わせ先　 情報政策課☎ 30-6103、

FAX22-1398

貴社の広告
を掲載して
みませんか

☎
24-

７
９
７
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番　

※
必
要
書
類
を
添

え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

市
立
病
院　

糖
尿
病
教
室
（
後
期
）

〈
内
容
〉
糖
尿
病
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
は
、
治
療
効
果
を
高
め
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
無
料
の

血
糖
測
定
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま

す
。　
〈
テ
ー
マ
・
講
師
〉
①
あ
な

た
の
主
食
の
適
量
と
は
？ 

～
主

食
の
量
を
決
め
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く

～
（
栄
養
治
療
室
の
管
理
栄
養
士
）
②

密ひ
そ

か
に
詰
め
寄
る
お
口
の
病
気
の

話
!!
（
歯
科
口こ

う

腔く
う

外
科
の
医
師
）
③
糖

尿
病
性
腎じ

ん

症し
ょ
う

～
透
析
導
入
予
防

が
可
能
？
～
（
血
液
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
透
析
看
護
認
定
看
護
師
）
④
知
っ
て

み
よ
う
、始
め
て
み
よ
う 

糖
尿
病
の

運
動
療
法
（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

の
理
学
療
法
士
）　 

〈
場
所
〉
市
立

病
院
（
八
坂
町
）
３
階 

講
堂　
〈
日

時
〉
12
月
14
日
㈮　

午
後
１
時
30

分
～
同
４
時
30
分　
〈
定
員
〉
１

０
０
人
程
度　

 

〈
参
加
費
〉
無
料

　
〈
問
い
合
わ
せ
先
〉彦
根
市
立
病

院
外
来
１
ブ
ロ
ッ
ク
☎
22-

６
０

５
０
番
（
内
線
１
３
０
２
）（
問
い
合

わ
せ
は
、
月
～
金
曜
日
の
午
後
１
時
～

同
５
時
）　

※
申
込
不
要
で
す
。
直

接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
越
し
く
だ
さ
い

彦
根
市
場

　
　
　
日
曜
市

　

卸
売
市
場
を
開
放
し
ま
す
。

先
着
５
０
０
人
に
、
市
場
に
関

連
し
た
商
品
を
無
料
で
お
渡

し
し
ま
す
。

日
時　

12
月
16
日
㈰　

午
前

９
時
～
正
午

場
所　

彦
根
総
合
地
方
卸
売

市
場
（
安
食
中
町
）

内
容　

魚
の
つ
か
み
取
り
、
マ

グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
、
鮮
魚

や
地
場
野
菜
の
販
売
、
模
擬

店
、「
食
の
安
全
・
安
心
講

習
会
」
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
総
合

地
方
卸
売
市
場
☎
25-
２
５

１
８
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

１
７

１
８
番

エ
コ
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
夢
畑
」
を
同
時
開
催
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
先　

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
銀
座
町
）
☎
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

４
８
１
０
番
。
受
付
時
間　

午
前
10
時
～
午
後

４
時
（
木
・
日
曜
日
、
祝
日
は
休
み
）

彦根市美術展覧会　中学生・高校生特別展
「〜ガンバルひこねの生徒たち〜」

　将来の文化芸術活動を担う中学生・高校生が日頃
の部活動の成果（絵画、書などの作品）を発表します。
生徒たちが創

つく

り上げたすばらしい芸術作品をゆっ
くりご鑑賞ください。
日時　12月14日㈮　9：30 〜 17：00
　　　12月15日㈯　9：30 〜 16：00
場所　ひこね市文化プラザ（野瀬町）

　　　展示ロビー、視聴覚室、第 1 〜 3 研修室
参加校　市内全ての中学校・高校
入場料　無料
お茶席　12月15日㈯ 10：00 〜、茶

道部や茶華道同好会に所属している
高校生によるお茶席が催されます。（無料・先着 100 人）

問い合わせ先　 教育委員会文化振興室☎ 23-
7810、FAX21-3080
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江
戸
時
代
に
は
、大
き
く
分
け
て
武
士
・

百
姓
（
農
民
・
漁
民
な
ど
）・
町
人
（
職
人
・

商
人
）
の
身

分
が
存
在
し

ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
身
分

の
中
で
も
武

士
は
、
軍
事

と
政
治
を
独

占
す
る
支
配

者
側
の
身
分

で
し
た
。
た

だ
し
、
一
言

で
「
武
士
」

と
い
っ
て
も
、

そ
の
内
実
は

さ
ま
ざ
ま
で

し
た
。
今
回

は
、
絵
巻
物

に
描
か
れ
た

武
士
の
服
装

か
ら
、
彦
根

藩
の
武
士
の

実
態
を
み
て

い
き
ま
す
。

　

文
政
10
年
（
１
８
２
７
）、
彦
根
藩
主

井
伊
直な

お

亮あ
き

（
井
伊
家
12
代
）
は
、
11
代
将
軍

徳
川
家い

え

斉な
り

の
使
者
と
し
て
朝
廷
に
派
遣

さ
れ
ま
し
た
。
写
真
（
上
下
と
も
）
は
、直

亮
と
彦
根
藩
の
武
士
が
行
列
で
進
む
様

子
を
描
い
た
絵
巻
で
す
。
こ
の
絵
巻
に
は
、

総
勢
１
、
９
６
８
人
も
の
人
々
が
詳
細
に

描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
行
列
の
先
頭
を
歩
く
の
は
足あ

し

軽が
る

で
す
（
写
真
上
）。
笠
を
か
ぶ
り
、
腰
に
両

刀
を
差
し
、
揃そ

ろ

い
の
袋
に
入
っ
た
鉄
砲
を

持
っ
て
徒
歩
で
移
動
し
て
い
ま
す
。
こ
の

鉄
砲
は
彦
根
藩
か
ら
支
給
さ
れ
て
い
た

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
揃
い
の

羽
織
は
着
て
い
る
も
の
の
袴は

か
ま

は
つ
け
て

い
ま
せ
ん
。
足
軽
は
、
弓
組
・
鉄
砲
組
な

ど
に
編
成
さ
れ
た
戦
闘
集
団
で
、
普
段
は

夜よ

廻ま
わ

り
や
他
国
へ
の
使
者
な
ど
、
多
岐
に

わ
た
る
勤
め
を
果
た
し
て
い
た
下
層
の

武
士
で
す
。
幕
末
に
は
米
約
28
俵
が
支
給

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
上
層
武
士
と
し
て
は
、
家
老

の
庵い

原は
ら

助す
け

右え
衛
門も

ん

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

（
写
真
下
）。
庵
原
は
馬
に
乗
り
、
袴
を
着

用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
袴
は
踏ふ

ん

込ご
み

袴ば
か
ま（

裾

の
細
い
袴
）
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。
ま
た
、

周
囲
に
は
陪ば

い

臣し
ん

（
庵
原
家
家
臣
）
と
思
わ

れ
る
人
々
を
従
え
て
い
ま
す
。
庵
原
は

知ち

行ぎ
ょ
う

取
り
と
呼
ば
れ
る
階
層
の
武
士
で
、

足
軽
と
違
い
馬
に
乗
る
こ
と
を
許
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
知
行
取
り
は
米
を

支
給
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
領
地
を
治
め

て
い
ま
し
た
。
彦
根
藩
に
は
知
行
取
り
は

５
０
０
人
近
く
お
り
、石こ

く

高だ
か

（
土
地
の
生
産

高
）
数
十
石
の
者
か
ら
１
万
石
ま
で
さ
ま

ざ
ま
で
し
た
。
そ
の
中
で
も
庵
原
は
、
石

高
５
千
石
の
領
地
を
治
め
る
大た

い

身し
ん

の
武

士
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
同
じ
行
列
の
中
で
も
、

階
層
の
異
な
る
武
士
は
、
そ
の
服
装
・
移

動
手
段
な
ど
が
明
確
に
描
き
分
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
実
際
の
行
列
に

参
加
し
て
い
た
武
士
の
服
装
も
、
階
層
ご

と
に
異
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
回
紹
介
し
た
の
は
行
列
時
の
服
装
の

事
例
で
す
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
日
常
に

着
用
す
る
衣
服
の
生き

地じ

制
限
や
礼
儀
作

法
な
ど
、
階
層
に
よ
っ
て
細
か
い
規
定
が

存
在
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
武
士
身
分
内
部
の
階
層
は
、
戦

場
で
の
役
割
が
元
と
な
っ
て
形
づ
く
ら

れ
た
も
の
で
す
。
現
代
の
感
覚
か
ら
す
る

と
「
武
士
」
と
ひ
と
く
く
り
に
さ
れ
が
ち

で
す
が
、
ひ
と
た
び
武
士
の
内
側
に
目
を

向
け
る
と
、
上
層
か
ら
下
層
ま
で
厳
格
な

序
列
が
存
在
し
て
い
た
の
で
す
。

　
（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

青
木
俊
郎
）

　
　
行
列
絵
巻
に
み
る
武
士
の
服
装

　
写
真
の
絵
巻
は
、11
月
30
日
㈮
か

ら
12
月
22
日
㈯
ま
で
、彦
根
城
博
物

館
テ
ー
マ
展
「
人
権
学
習
シ
リ
ー

ズ
⑩
　
彦
根
藩
の
さ
ま
ざ
ま
な
武

士—

江
戸
時
代
の
社
会
と
身
分—

」

で
展
示
し
ま
す
。

▲家老庵原助右衛門　京都上使行列絵巻（部分）
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※特に記載のないときは無料です。

　人に興味を持つ。
　例えば、好きな人が何が好きなのか、何が嫌いな
のか、どんなことをされると喜ぶのか、また、嫌が
るのか、それを知ることで、その人の性格や価値観
がみえてきます。これはどこの国の人も同じです。
　「人」に興味を持てば、その人のことだけでなく、
その人の国のことも「知る」ことができます。そし
て、世界には日本とは違う価値観や常識があるとい
うことがみえてきます。
　今回は祖父の話をします。
　農村の４男として生まれた祖父は、18 歳のとき
日本の移民政策によってブラジルへ渡りました。日
本では、印刷所で事務の仕事をしていたので、ブラ
ジルの農場の肉体労働は本当に大変だったと聞い
ています。また日本で食べ慣れていたものがないた

め、調味料もいちから自分で作ったそうです。
　ブラジルでは、１枚のお皿にご飯、おかず、サラ
ダを盛り付け、ご飯の上にフェジョンというスープ
をかけて、それをナイフとフォークで食べる習慣が
あります。このことは、祖父もよく知っていました。
　しかし、祖父は、亡くなるときまで、食事の前
には「いただきます」と手を合わせ、ご飯とおか
ず、味噌汁を食べていました。「この方が落ち着く
から」とのことでした。
　家では日本人としての習慣を続けながら、ブラ
ジル社会では、法律で定められたとおり、ID（アイ
ディー）カード（身分証明書）を身につけ、ブラジル
の法律や規則を守る生活をしていました。
　こうした生活を送ることができたのも、どういう
規則や法律なのかを「知る」ことができたからです。
　祖父は、生涯、ポルトガル語を少ししか話せな
かったのですが、ブラジルの法律や規則を「知る」
ことができたのは、ブラジルによき理解者や友人が
いたからだと思います。　　　　　（次回に続きます）

【彦根市国際交流員　平田エジナ】

　

男
鬼
入
谷
城
は
、
尾
根
上
の
３

つ
の
頂
部
と
尾
根
筋
を
利
用
し
て

築
か
れ
て
い
ま
す
（
上
の
縄
張
り
図

参
照
）。
３
つ
の
頂
部
を
Ⅰ
郭
・
Ⅱ

郭
・
Ⅲ
郭
（
縄
張
り
図
の
丸
印
）
と

呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
ず

北
東
の
Ⅰ
郭
を
見
る
と
、
北
東
側

に
大
規
模
な
三
重
の
堀ほ

り

切き
り

を
設
け

て
高た

か

取と
り

山や
ま

山
頂
に
伸
び
る
尾
根
を

切
断
し
、
縦た

て

堀ぼ
り

や
土ど

塁る
い

、
そ
し
て

石
積
み
を
加
え
て
い
ま
す
。
一
方
、

南
東
側
に
伸
び
る
尾
根
に
も
曲く

る

輪わ

群
を
配
し
、
土
塁
や
食
い
違
い
縦

堀
、
畝う

ね

状じ
ょ
う

縦
堀
群
な
ど
を
加
え
て

い
ま
す
。

　

中
央
の
Ⅱ
郭
は
規
模
が
小
さ
く
、

南
東
側
に
小
さ
な
曲
輪
群
を
階
段

状
に
設
け
て
い
ま
す
。
先
端
部
の

二
重
堀
切
は
大
規
模
な
も
の
で
す
。

Ⅱ
郭
か
ら
西
側
に
伸
び
る
尾
根
に

も
、
縦
堀
に
つ
な
が
る
規
模
の
大

き
な
堀
切
を
設
け
て
尾
根
を
完
全

に
断
ち
切
っ
て
い
ま
す
。

　

西
側
の
Ⅲ
郭
は
南
西
側
に
の
み

土
塁
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。
Ⅲ
郭

か
ら
南
に
伸
び
る
小
さ
な
尾
根
に

は
堀
切
を
伴
う
小
曲
輪
群
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
Ⅲ
郭
に
も
っ

と
も
近
い
小
曲
輪
は
土
塁
が
巡
り

石
積
み
で
補
強
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
ま
す
。
周
囲
は
見
渡
す
限
り
山

ま
た
山
。
山
中
に
孤
立
し
た
よ
う

に
存
在
し
て
い
ま
す
が
、
規
模
は

大
き
く
、
発
達
し
た
城
郭
構
造
が

注
目
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
男

鬼
入
谷
城
が
北
東
か
ら
南
方
面

に
対
し
て
防ぼ

う

御ぎ
ょ

を
厚
く
し
て
い

る
の
に
対
し
て
、
北
か
ら
西
側

に
は
ほ
と
ん
ど
そ
う
し
た
施
設

が
確
認
で
き
ま
せ
ん
。
北
東
か
ら

南
方
面
の
敵
に
対
す
る
備
え
の

城
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
男
鬼
入

谷
城
の
多
く
の
堀
切
は
岩
盤
を

掘く
っ

削さ
く

し
て
お
り
、
要
所
に
石
積
み

を
用
い
る
な
ど
、
高
い
土
木
技
術

が
施ほ

ど
こ

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
人
の
寄

り
付
か
な
い
深
山
を
選
び
、
そ
こ

に
高
い
土
木
技
術
を
用
い
て
城

を
築
い
た
人
物
は
、
い
っ
た
い
誰

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

深
山
の
築
城
者
は
誰
？

　

一
般
に
、
近
江
の
戦
国
時
代
は
、

南
の
六
角
氏
と
、
北
の
京
極
氏
・

浅
井
氏
と
の
対
立
の
時
代
と
し

て
語
ら
れ
ま
す
。
浅
井
氏
が
京
極

氏
の
家か

督と
く

争
い
に
乗
じ
て
台
頭

し
、
や
が
て
湖
北
を
支
配
す
る
よ

う
に
な
る
の
が
天て

ん

文ぶ
ん

年
間
（
１
５

３
２
～
１
５
５
３
）
の
頃
。
し
か

し
、
こ
の
頃
、
浅
井
氏
の
湖
北
支

配
は
盤ば

ん

石じ
ゃ
くな

も
の
で
は
な
く
、
京

男
鬼
入
谷
城
跡

　

男
鬼
入
谷
城
跡
は
、
彦
根
市
の

男
鬼
と
多
賀
町
甲こ

う

頭ず

倉く
ら

の
間
、
標

高
６
８
５
ｍ
の
高
所
に
位
置
し
て

▲男鬼入谷城跡の縄張り図

極
氏
の
勢
力
も
あ
な
ど
れ
な
い
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

天
文
19
年
か
ら
22
年
（
１
５
５

０
～
５
３
）
に
か
け
て
、
京
極
高た

か

広ひ
ろ

は
、
六
角
氏
と
抗
争
を
繰
り
広

げ
ま
す
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ

の
抗
争
で
高
広
軍
の
南
下
が
常
に

霊り
ょ
う

仙ぜ
ん

山
系
を
越
え
芹
川
に
沿
っ

て
平
野
部
を
攻
め
る
と
い
う
、
山

越
え
ル
ー
ト
で
あ
る
点
で
す
。
浅

井
氏
に
よ
っ
て
平
地
を
追
わ
れ
た

京
極
高
広
は
、
坂
田
郡
の
山
間
部

で
勢
力
を
維
持
し
て
い
た
と
推
定

さ
れ
て
お
り
、
抗
争
で
立
て
こ
も

る
拠
点
と
し
て
男
鬼
入
谷
城
が
築

か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
「
わ
た
し
の
町
の
戦
国
」は
今
回

で
連
載
を
終
了
し
ま
す
。
ご
愛
読

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会

文
化
財
課
☎
26
‐
５
８
３
３
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
26
‐
５
８
９
９
番

▲男鬼入谷城跡の三重堀切

男
鬼
入
谷
城 ‒ 

深
山
に
築
か
れ
た
謎
の
城 ‒

連
載
企
画  -

わ
た
し
の
町
の
戦
国　

第　

回-

（
最
終
回
）
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お　
　

お
り　
　

に
ゅ
う　
　

だ
に　

  

じ
ょ
う



23 2012・12・1 222012・12・1

　 健康推進課（平田町・福祉保健センター）
☎24-0816、FAX24-5870

井い
の

上う
え

愛ら

結び

ち
ゃ
ん

（
犬
方
町
）

赤あ
か

谷た
に

奏か
な

多た

ち
ゃ
ん

（
西
今
町
）

小こ

林
ば
や
し

蒼そ

空ら

ち
ゃ
ん

（
新
海
町
）

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
は
、
工
事
価
格
の
低
下
に

加
え
、
補
助
金
や
余
剰
電
力
の

買
取
な
ど
の
制
度
や
、
消
費
者

の
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
電

力
供
給
不
安
、
環
境
問
題
へ
の

関
心
の
高
ま
り
な
ど
か
ら
、
一

般
家
庭
に
普
及
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　

た
だ
し
、
購
入
す
る
際
に

は
、
金
額
が
高
額
に
な
る
の
で
、

事
業
者
と
契
約
を
交
わ
す
場

合
は
、
数
社
か
ら
見
積
り
を
取

り
、
検
討
し
た
ほ
う
が
よ
い
で

し
ょ
う
。

　

屋
根
な
ど
を
現
地
で
確
認

し
な
い
と
、
工
事
費
用
は
確
定

で
き
な
い
も
の
で
す
。

　
「
売
電
に
よ
り
２
万
円
の

ロ
ー
ン
が
払
え
る
か
ら
負
担

は
な
い
」
と
電
話
で
説
明
を
受

け
て
契
約
を
し
た
が
、
多
い
月

で
も
１
万
円
程
度
し
か
発
電

で
き
な
か
っ
た
、「
国
の
補
助

金
が
受
け
ら
れ
る
」
と
勧
め
ら

れ
た
が
、
交
付
条
件
外
で
補
助

金
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
、
と

い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

信
頼
の
で
き
る
事
業
者
に

相
談
を
し
て
、
契
約
前
に
具
体

的
で
正
確
な
情
報
を
提
供
し

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

興
味
の
な
い
商
品
の
電
話

勧
誘
は
、
は
っ
き
り
と
断
り
ま

し
ょ
う
。
事
業
者
か
ら
説
明
を

受
け
て
も
、
そ
の
場
で
契
約
を

交
わ
さ
ず
、
ゆ
っ
く
り
考
え
る

時
間
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　
「
誰
と
」「
何
を
」「
い
く
ら

で
」
を
確
認
し
て
か
ら
契
約
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

市
内
で
最
近
起
こ
っ
た
相
談
事
例
の
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
「
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
に
取
り
換
え
る

と
、
深
夜
や
土
・
日
曜
日
、
祝
日
に
お
得
な

プ
ラ
ン
が
利
用
で
き
る
」
と
電
話
で
勧
め
ら

れ
た
。

　

現
在
の
給
湯
器
は
長
く
使
っ
て
い
る
た
め
、

「
お
湯
の
出
る
の
が
遅
い
と
感
じ
て
い
る
」
と

話
す
と
、「
ぜ
ひ
訪
問
を
し
て
説
明
を
し
た

い
」
と
言
わ
れ
、
訪
問
を
受
け
た
。

　

担
当
者
は
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
利

用
す
る
こ
と
で
、「
利
用
料
金
の
支
払
い
は
少

な
く
な
る
」「
15
年
払
い
の
ロ
ー
ン
も
返
済
で

き
る
」「
頭
金
な
ど
初
期
費
用
の
支
払
い
は
一

切
発
生
し
な
い
」「
月
々
１
万
５
千
円
以
上
の

光
熱
費
を
支
払
っ
て
い
る
家
庭
で
は
、
浮
い

た
お
金
が
発
生
す
る
」
と
話
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
担
当
者
に
「
あ
な
た
の
自
宅
に

設
置
を
し
て
い
る
の
か
」
と
聞
く
と
、「
新
築

だ
が
設
置
は
し
て
い
な
い
」
と
答
え
た
。

　
家
族
は
、「
担
当
者
の
印
象
は
悪
く
な
い
し
、

人
を
騙
す
よ
う
に
は
思
え
な
か
っ
た
」
と
言

う
が
、
何
と
な
く
不
審
だ
っ
た
。

彦
根
市
消
費
生
活
相
談
窓
口　

☎
30-

６
１
４
４
番

（
午
前
９
時
か
ら
正
午
、
午
後
１
時
か
ら
同
４
時
15
分
ま
で
）

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

☎
０
５
７
０-

０
６
４-

３
７
０
番

警
察
（
警
察
相
談
専
用
電
話
）　

☎
＃
９
１
１
０
番

仕
事
が
な
く
な
り
、
住
宅

を
失
っ
た
・
失
う
お
そ
れ

の
あ
る
人
の
た
め
の
生

活
相
談
（
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
の
案
内
）

①
住
宅
支
援
制
度
（
住
宅
手
当
）

　

市
内
で
住
宅
を
喪
失
ま
た

は
喪
失
の
お
そ
れ
の
あ
る
人

を
対
象
に
、
家
賃
の
給
付
を

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
福
祉

課
☎
23-

９
５
９
０
番

②
生
活
入
居
支
援
資
金（
総
合
支

援
資
金
貸
付
）
失
業
な
ど
に
よ

り
日
常
生
活
に
困
難
を
抱
え

て
い
る
人
を
対
象
に
、
生
活

の
立
て
直
し
、
経
済
的
自
立

を
支
援
す
る
制
度
で
す
。
社

会
福
祉
協
議
会
や
公
共
職
業

安
定
所
な
ど
の
支
援
を
受
け

な
が
ら
社
会
福
祉
協
議
会
か

ら
、
住
居
を
失
っ
た
人
に
新

た
な
賃
貸
借
住
宅
入
居
時
に

か
か
る
敷
金
・
礼
金
な
ど
の

資
金
や
生
活
資
金
の
貸
付
を

行
い
ま
す
。

③
臨
時
生
活
資
金
（
臨
時
特
例
つ

な
ぎ
資
金
貸
付
）　

離
職
な
ど
に
よ
り
住
居
を
失

い
、
そ
の
後
の
生
活
維
持
が

困
難
な
人
に
、
状
況
に
応
じ

て
失
業
等
給
付
、
住
宅
手
当
、

総
合
支
援
資
金
貸
付
な
ど
を

行
う
公
的
な
給
付
・
貸
付
制

度
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
申
請

か
ら
交
付
ま
で
の
当
座
の
生

活
費
の
貸
付
を
し
ま
す
。

②
・
③
の
問
い
合
わ
せ
先　

彦

根
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎

22-

２
８
２
１
番

④
就
職
支
援
（
職
業
訓
練
受
講
給

付
金
）　

　

雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い

人
に
、
公
共
職
業
安
定
所
が

職
業
訓
練
を
無
料
で
行
い
、

な
お
か
つ
給
付
金
を
支
給
し
て

就
労
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
公
共
職

業
安
定
所
☎
22-

２
５
０
０

番
重
点
期
間
・
時
間　

12
月
28
日

㈮
ま
で
の
月
～
金
曜
日
の
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
（
祝
日
を
除
く
）

※
い
ず
れ
の
制
度
も
対
象
と
な

る
一
定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
愛
荘
町
、
豊
郷
町
、
甲
良
町
、

多
賀
町
に
つ
い
て
は
、
各
町

役
場
・
各
町
社
会
福
祉
協
議

会
・

湖
東
健
康
福
祉
事
務

所
☎
21-

０
２
８
２
番
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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●
1
日
・
1
5
日
発
行
　
　

通
巻
第
1
2
7
9
号

（
平
成
2
4
年
1
2
月
１
日
発
行
）

▶
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
大
豆
油
イ
ン
キ
を
包
含
し
た
植
物
油
イ
ン
キ

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

▶
廃
棄
す
る
場
合
に
は
古
紙
回
収
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▶
こ
の
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
4
9
,5
0
0
部
作
成
し
、
１
部
当
た
り
の

単
価
は
1
0
円（
１
円
未
満
切
り
捨
て
）で
す
。た
だ
し
、原
稿
作
成
・

編
集
な
ど
に
か
か
る
職
員
の
人
件
費
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

広
報
ひ
こ
ね

24

　

８
時
30
分
～
午
後
５
時　

12
月
25
日
㈫
～
31

日
㈪
は
休
館
）　

※
彦
根
城
博
物
館
に
あ

る
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
書
い
て
応

募
す
る
か
、
は
が
き
に
①
予
想
日
②
郵

便
番
号
③
住
所
④
氏
名
⑤
フ
リ
ガ
ナ
を

書
い
て
郵
送

表
紙
の
写
真

　　

11
月
８
日
、
彦
根
城
（
金
亀
町
）

で
、
城
西
小
学
校
４
年
生
の
児
童

が
、
観
光
客
ら
に
彦
根
城
の
自
然

や
歴
史
的
な
価
値
な
ど
を
説
明
す

る
「
ち
び
っ
子
ガ
イ
ド
」
を
行
い

ま
し
た
。

　

児
童
は
、
事
前
に
彦
根
城
の
こ

と
を
学
習
し
た
り
、「
彦
根
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
協
会
」
の
人
に
ガ

イ
ド
の
方
法
を
教
え
て
も
ら
っ
た

り
し
ま
し
た
。

　

観
光
客
ら
は
、
児
童
が
挿
絵
を

書
い
た
り
写
真
を
貼
っ
た
り
し
た

画
用
紙
を
見
な
が
ら
説
明
に
聞
き

入
り
「
よ
く
勉
強
し
た
ね
」
と
声

を
か
け
て
い
ま
し
た
。

彦
根
城
を
紹
介

ち
び
っ
子
ガ
イ
ド

人口と世帯数
　　　　　　平成24年11 月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数

　　　　　　　　（　）内は前月との比較

112,724 人（＋ 92）
　  55,704 人（＋ 40）

57,020 人（＋ 52）
44,587 世帯（＋ 46）

来
館
者
３
０
０
万
人

達
成
日
予
想
ク
イ
ズ
を
実
施

　

彦
根
城
博
物
館

は
、
昭
和
62
年
２

月
11
日
に
一
般
公

開
を
開
始
し
て
か

ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
と
ご
協
力

に
よ
り
、
来
館
者
数
が
ま
も
な
く
３
０
０

万
人
に
達
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
来
館
者
３
０
０
万
人
の
達
成

日
を
予
想
す
る
ク
イ
ズ
を
実
施
し
ま
す
。

見
事
達
成
日
を
的
中
さ
せ
た
人
の
中
か

ら
抽
選
で
30
人
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ

ッ
プ
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

申
込
期
間　

12
月
１
日
㈯
～
３
０
０
万

人
達
成
の
日
（
前
日
消
印
有
効
）　

ヒ
ン
ト　

下
表
の
と
お
り　

注
意
事
項　

　

▼
応
募
は
１
人
１
通
に
限
り
ま
す
。

▼
当
選
の
発
表
は
賞
品
の
発
送
を

も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

▼
来
館
者
数
の
確
認
の
お
問
い
合
わ

せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。　

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
城
博
物
館

「
３
０
０
万
人
達
成
予
想
ク
イ
ズ
係
」

（
〒
５
２
２-

０
０
６
１　

金
亀
町
１-

１
） 

☎
22-

６
１
０
０
番
（
受
付　

午
前

入
門
講
座 

歴
史
編

「
彦
根
藩
の
歴
史

　
　
　
　

〜
歴
代
の
彦
根
藩
主
〜
」

　

各
藩
主
の
事
績
、
人
柄
、
時
代
背
景
な

ど
か
ら
、
藩
主
そ
れ
ぞ
れ
の
治ち

世せ
い

を
紹
介

し
ま
す
。　

日
時　

平
成
25
年
１
月
19
日
㈯　

▼
第
１
講
「
初
代
直
政
か
ら
４
代
直
興

ま
で
」　

午
後
１
時
～
同
50
分

▼
第
２
講
「
５
代
直
通
か
ら
10
代
直
幸

ま
で
」　

午
後
２
時
～
同
50
分

▼
第
３
講
「
11
代
直
中
か
ら
14
代
直
憲

ま
で
」　

午
後
３
時
～
同
50
分

※
１
講
座
の
み
の
受
講
も
で
き
ま
す
。

場
所　

彦
根
城
博
物
館
（
金
亀
町
）　

参
加
費　

３
０
０
円
（
資
料
代
。
市
内
の
中

学
生
以
下
は
無
料
）

　

※
１
講
座
の
み
受
講
の
場
合
も
同
額　

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
城
博
物
館
学
芸

史
料
課
☎
22-

６
１
０
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

６
５
２
０
番

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。
直
接
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▶
井
伊
家
歴
代
画
像　

彦
根
城
博
物
館
所
蔵

彦
根
城
博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ


